
　私は、令和５年３月に第１子を出産し、現在は１年間の育休を取得中です。産休・育休を取得していた人が
身近に居なかったため、どういった流れで取得すればいいかわからなかったのですが、緊張しながら上司に相
談したところ、喜んで相談を受けてくださり、とても安心したことを覚えています。余った有給休暇も活用し
て十分な産前休暇をいただくことができました。
　私が妊娠したころは、新型コロナウィルスの感染が拡大しており、統計部ではテレワークの推進が行われて
いました。つわりによって体調が優れない時も自宅で仕事をできる環境が整備されていたおかげで、出勤の負
担を減らし、リラックスした自宅で仕事を進めることができました。農林水産省では、テレワークの他にも時
差出勤やフレックスタイム、妊婦健診のための特別休暇など出産をサポートするような様々な制度があります。
産後も、子供の保育園の送り迎えや急な病気などには、時差出勤やテレワーク、子の看護休暇など、充実した
育児支援制度があります。
　出産にかかわる制度の他にも、様々なライフワークのバランスをとることに役立つ制度がありますので、入
省された際は、ぜひ制度を利用し、楽しく仕事に取り組んでいきましょう。
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育児休業のほかにも、育児時間や早出遅出勤務といった各種制度の活用や、テレワーク勤務
など、ワークライフバランスに資する柔軟な働き方がしやすい職場環境です。
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■週 3日以上
■週 1～2日
■不定期
■実施していない

統計部職員の
テレワークの実施頻度

05:45 起床
06:00 朝食準備、お弁当作り、身支度
07:20  子どもを起こす、子どもの身支度、朝食
07:50  家を出発
08:30  勤務開始
12:00  退庁
13:00  自宅でテレワーク勤務開始
15:45  勤務終了
　　　 ※１日１時間30分の育児時間
　　 （正規の勤務時間は17:15 まで）
16:30  保育園お迎え
17:30  子どもとお風呂、家事、夕食準備
20:00  夕食
21:30  子どもを寝かしつける、洗濯
22:30  就寝

早出遅出勤務
…育児や介護、公務の能率性向上の
ため勤務時間をずらすことを認めら
れる制度。

06:30 起床
06:40 朝食、身支度
07:10 家を出発
08:00 勤務開始
16:45  退庁
　　　 ※1時間 30分勤務時間を前倒し
　　　 （正規の勤務時間は9:30 ～ 18:15）
17:45  帰宅
17:45  夕食
18:15  外出
19:00  地域のサークル活動
21:00  買物
21:30  帰宅
21:45  お風呂、家事等
23:30  就寝

育児時間制度
…子が小学校就学の始期に達するま
で、子を養育するために認められる、
正規の勤務時間の初め又は終わりに
1 日につき 2 時間以内勤務しないこ
とが出来る制度。

育児時間制度を利用する職員のとある１日 早出遅出勤務を利用する職員のとある１日

　大臣官房食料安全保障室は、国民に対する食料の安定的な供給の確保という、農林水産行政のすべてと言ってもい
い大きな使命を看板に掲げています。食料の安定的な供給の確保のためには、国内生産及び輸入双方の視点が必要で
あり、当室では、国内に対して、食料自給率（我が国の食料供給に対する国内生産の割合）を毎年公表するとともに、「食
から日本を考える。ニッポンフードシフト」をスローガンとする国民運動を官民協働で取り組む一方、輸入の安定的
な確保のため、国際的な穀物価格の動向及び需給見通しを把握しています。
国際需給動向把握グループでは、世界の穀物の価格動向及び短期的な需給見通しを把握・分析し、食料安全保障月報

として毎月公表しています。私はとうもろこし及び大豆を担当し、各国政府のレポート、調査請負業者からの報告、穀
物商社との定期的な情報交換を通じて、主要生産国の需給動向を日々把握しています。また、年一回、調査請負業者に
よる現地調査があり、私は南米担当としてブラジル出張に同行し、穀物の生産状況や輸送インフラ等を調査しました。
　昨今の気候変動やウクライナ情勢等により日本の食料安全保障上のリスクが顕在化していることを受けて、現在、
不測時の食料安全保障に係る検討が進められており、国際的な穀物需給とともに、統計部で公表している作物統計に
おける米や小麦の生産量等の豊凶といった統計データは、政策決定の基盤として、その重要性が高まっています。
　私は、大学での農林業センサス分析を通じて、政策の意思決定だけでなく研究者に有用な統計データを提供したい
と思い、農林水産省統計部を志望しました。現職でも、政策決定者のニーズを満たすだけでなく、研究者や食品加工
業者等に貢献できるように的確かつ迅速な情報把握、データ提供を努めていきたいです。

辻　貫志
大臣官房政策課食料安全保障室国際需給動向把握グループ
食料自給率専門職

大臣官房政策課
統計以外にも様々な経験ができます。
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令和　５年 現職
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　学生時代に統計学を学んでおり、政策立案の基盤となる統計データを作成する仕事がしたいと思ったことや、農林
水産省統計部独自で採用を行っており、専門性を高めていけることに魅力を感じたため、農林水産省統計部を志望し
ました。
　出向先の総務省統計局は、国家の政策判断や国民・企業等の意思決定に不可欠な「社会の情報基盤としての統計」
の整備と提供の推進を行っている組織です。また、政府統計の中核的機関として、統計情報の発信、高度利用の推進、
統計リテラシーの向上・発展、統計ミクロデータ（調査票情報）の二次的利用の推進といった、統計情報の提供の戦
略的取組も進めています。
　私は、日本の就業や失業などの状況を明らかにすることを目的として毎月実施している「労働力調査」を担当して
います。「就業者数」や「完全失業率」などの調査結果は、景気判断や雇用対策等に活用されており、公表の翌日に
記事になることや新聞社などからの問合せも多いため、注目されているのだなと日々感じています。出向したばかり
で分からないことも多く、問合せに即答できないこともありますが、職場のみなさんが丁寧に教えてくださるため、
調査への理解を深めながら充実した日々を送っています。
　統計というと難しいように感じる方もいるかと思いますが、農林水産省統計部は研修制度が充実しており、入省し
てから十分な専門的知識を身につけることが出来ます。また、分からないことや困ったことがあっても相談しやすい
アットホームな職場であり、働きやすい環境だと思っています。
　また、現職の前は、大臣官房広報評価課（統計部以外の省内他部局）にも異動しており、統計業務以外にも他部局
や他省庁などで様々な業務を経験する機会もあります。様々な業務を経験することで、改めてエビデンスとしての統
計の重要性を感じることが出来ています。少しでも興味を持っていただけた方は是非業務説明会等にお越しください。

吉松　佑輔
総務省統計局統計調査部国勢統計課
労働力人口統計室審査発表第一係

総務省統計局

平成30年 入省（一般職（大卒程度）行政）
統計部生産流通消費統計課企画班企画係

平成31年 統計部経営・構造統計課営農類型別経営統計班畜産物経営統計係
令和　３年 大臣官房広報評価課評価班評価第２係
令和　５年 現職
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